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　現在各社が取り組んでいる「働き方改革」の目
玉の 1つは「残業削減」だろうか。ワークライフ
バランス重視，有給休暇取得率アップ，テレワー
ク推進，サテライトオフィス拡大，プレミアムフ
ライデー導入等々，アプローチは多様ながら「働
き過ぎ」を何とかしないことには目に見えた効果
は実感しにくい。そこで「残業を減らせ」という
経営方針が打ち出され，現場では「残業はするな，
とにかく早く帰れ」というマネジメントが展開さ
れがちだ。
　しかし，「残業は減った，そして利益も減った」
では困ったことになる。ましてや，その矛盾をカ
バーするために，コンプライアンスの逸脱行為が
横行するようでは「働き方改革」どころか，ブラ
ック企業に陥る。冷静に考えるべきは「労働時間
を減らしてもなお生産性を維持・向上させるため
にはどうするか」という本質論であろう。経営資
源の投入に対してアウトプットを最大化する方程
式を理解し，ボトルネックを見つけ出して，そこ
にメスを入れるのがマネジメントの本筋といえ
る。原則と現場をよく知るコンサルタントの知見
を借りて，人と業務の棚卸しに踏み込む正しいア
プローチを学習しておきたい。 （編集部）

「残業を減らせ」では解決しない
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⑴計画する/⑵記録する/⑶振り返る

5. 働き方をチェックする②
～全社的・組織的分析と改善施策
■投下時間効率/■純時間生産性/■計画・実績業務時間
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労働生産性 向上 ガイド向上
～課題点を可視化して改善策を導くツールと手法～
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